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I N D E X
■
藤
井
海
斗
さ
ん
が
「
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
ミ
ッ
ク
ス

　
　

ダ
ブ
ル
ス
カ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
２
０
２
６
」
で
優
勝････

１

■
上
武
大
学
の
絵
手
紙
へ
の
取
り
組
み･･･････

２

■
看
護
学
部
地
域
健
康
講
座
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加････

３

■
硬
式
野
球
部　

関
甲
新
学
生
野
球
リ
ー
グ
43
回
目
の
優
勝････

４

　

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
部
１
年

生
の
藤
井
海
斗
さ
ん
が
、
カ

ナ
ダ
・
エ
ド
モ
ン
ト
ン
で
開

催
さ
れ
た
「
世
界
ジ
ュ
ニ
ア

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
カ
ー
リ

ン
グ
選
手
権
２
０
２
６
」
に

日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
、

見
事
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

予
選
リ
ー
グ
Ａ
組
を
６
勝

１
敗
の
首
位
で
突
破
す
る

と
、
決
勝
で
は
優
勝
候
補
の

開
催
国
カ
ナ
ダ
代
表
と
対

戦
。
６
エ
ン
ド
終
了
時
点
で

３
－
５
と
リ
ー
ド
を
許
し
た

が
、
７
エ
ン
ド
で
１
点
を
返

す
と
、
不
利
な
先
攻
だ
っ
た

最
終
８
エ
ン
ド
で
２
点
を
奪

い
接
戦
を
制
し
、
世
界
一
の

栄
冠
を
獲
得
。
日
本
カ
ー
リ

ン
グ
界
の
将
来
を
担
う
選
手

　

妊
婦
の
約
５
％
で
発
症
す

る
妊
娠
高
血
圧
症
候
群
（
以

前
の
名
称
で
は
妊
娠
中
毒

症
）
は
、
産
科
の
疾
患
の
中

で
も
患
者
数
も
多
く
、母
体
、

胎
児
の
両
方
に
重
大
な
悪
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
世

福島県浅川町城山登山道に建立
されている澁谷正史学長の碑文

ⓒJCAⓒJCA

ⓒJCAⓒJCA

澁谷正史学長の研究について

図１　実験の方法：左目が利き目となる場合
の利き目の判定方法（Ａ）、刺激の呈示方法

（Ｂ）、実験時に参加者に取り付けた電極の配
置と刺激呈示画面との距離を示した風景の模
式図（Ｃ）。

教
員
の
研
究
に
つ
い
て

と
し
て
、
そ
の
実
力
を
世
界

に
示
し
た
。

　

大
会
を
振
り
返
り
藤
井
さ

ん
は
、「
予
選
リ
ー
グ
か
ら

接
戦
が
続
い
た
が
、

粘
り
強
く
戦
い
抜
け

た
こ
と
が
優
勝
に
つ

な
が
っ
た
。
世
界
の

ジ
ュ
ニ
ア
ト
ッ
プ
選

手
と
の
対
戦
を
通
し

て
、
多
く
の
学
び
と

課
題
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。
さ
ら
に
成

長
で
き
る
よ
う
、

日
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
励
み
た
い
」
と

語
る
。

　

そ
の
勢
い
の
ま

ま
、
６
月
に
開
催
さ
れ
た
日

本
カ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
に
は

「
Ｓ
Ｃ
軽
井
沢
ク
ラ
ブ
ジ
ュ

ニ
ア
」
の
ス
キ
ッ
プ
と
し
て

出
場
し
、
３
位
入
賞
を
果
た

し
た
。「
自
分
た
ち
が
日
本

の
中
で
ど
れ
だ
け
通
用
す
る

の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
た

一
方
、
決
勝
進
出
と
い
う
目

標
に
は
届
か
ず
悔
し
さ
も
残

っ
た
」
と
振
り
返
り
、「
一

つ
ず
つ
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で

い
く
こ
と
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
へ
の
近
道
」
と
次
な

る
目
標
を
見
据
え
る
。

　

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
の
頂
点
に

立
っ
た
藤
井
さ
ん
は
、
日
本

カ
ー
リ
ン
グ
界
を
担
う
次
世

代
の
有
望
選
手
の
一
人
と
し

て
、
２
０
３
０
年
に
開
催
さ

れ
る
フ
ラ
ン
ス
・
ア
ル
プ
ス

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日

本
代
表
入
り
も
期
待
さ
れ

る
。
今
後
さ
ら
な
る
飛
躍
に

注
目
が
集
ま
る
。

界
的
に
も
新
し
い
治
療
法
の

開
発
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

　

東
京
大
学
病
院
と
上
武
大

学
・
医
学
生
理
学
研
究
所
は
、

過
去
５
年
ほ
ど
こ
の
疾
患
の

克
服
を
目
標
に
共
同
研
究
を

続
け
て
き
た
。
こ
の
共
同
研

究
は
、
今
回
、
公
的
研
究
費

の
一
つ
で
あ
る
日
本
医
療
研

究
開
発
機
構
（
略
称
：
Ａ
Ｍ

Ｅ
Ｄ
）
の
令
和
８
年
度
研
究

事
業
に
採
択
さ
れ
、３
年
間
、

手
厚
い
研
究
支
援
を
受
け
る

こ
と
が
決
定
し
た
。
研
究
代

表
者
は
東
大
病
院
・
入
山
高

行
准
教
授
、
研
究
分
担
者
は

上
武
大
学
・
澁
谷
正
史
研
究

所
長
（
学
長
）
で
あ
る
。

　

今
回
の
研
究
費
は
、
Ａ
Ｍ

　

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
心
理
状
態

を
視
覚
的
な
「
暗
さ
」
に
喩

え
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は

Ｅ
Ｄ
が
募
集
し
た
項
目
「
周

産
期
・
小
児
期
の
疾
患
等
の

予
防
、
及
び
治
療
に
関
す
る

研
究
開
発
」
で
、
全
国
か
ら

　

公
務
員
試
験
は
７
月
ま
で

の
前
半
試
験
と
９
月
か
ら
の

後
半
試
験
に
分
け
て
実
施
さ

れ
る
が
、
今
年
度
前
半
試
験

の
合
格
発
表
が
続
々
行
わ
れ

て
い
る
。

　

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
一
次

試
験
の
合
格
者
数
は
２
０
7

名（
８
月
3
日
現
在
）と
な
り
、

各
都
道
府
県
警
の
警
察
官
試

験
に
１
１
６
名
、
各
市
の
消

防
士
試
験
に
37
名
、
市
役
所

や
国
家
公
務
員
な
ど
の
事
務

系
試
験
に
15
名
ほ
か
が
合
格

し
、
過
去
最
多
の
合
格
者
数

を
更
新
し
て
い
る
。

　

一
次
試
験
に
合
格
し
た
学

生
た
ち
は
い
ま
、
最
終
合
格

を
め
ざ
し
て
二
次
試
験
に
臨

ん
で
お
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
連
日
、
面
接
練
習
な
ど
の

13
件
の
応
募
が
あ
っ
た

が
、
我
々
の
申
請
を
含
め

て
２
件
の
み
が
採
択
と
な

っ
た
。
東
大
と
上
武
大
の

共
同
研
究
で
は
、
本
疾
患

の
動
物
モ
デ
ル
に
対
し
て

良
好
な
治
療
薬
候
補
を
開

発
で
き
て
お
り
、
近
い
将

来
の
臨
床
試
験
を
目
指
し

て
い
く
。

単
な
る
比
喩
で
は
な
く
、
う

つ
状
態
で
は
実
際
に
暗
く
感

じ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。

　

竹
内
教
授
ら
は
、
網
膜
電

図
を
用
い
た
研
究
で
（
図

１
）、
非
利
き
目
の
網
膜
応

答
が
抑
う
つ
状
態
を
反
映
す

る
可
能
性
を
示
し
、
日
本
生

理
心
理
学
会
優
秀
論
文
賞

（
第
28
号
）
を
受
賞
し
た
。

　

２
０
２
３
年
度
か
ら
は
、

左
右
の
目
に
異
な
る
画
像
を

呈
示
す
る
と
見
え
る
像
が
入

れ
替
わ
る「
両
眼
視
野
闘
争
」

中
の
脳
波
を
測
定
し
、
左
右

の
視
覚
入
力
の
違
い
が
注

意
・
判
断
・

行
動
調
整
に

及
ぼ
す
仕
組

み
を
調
べ
る

研
究
課
題
が

科
学
研
究
費

助
成
事
業
基

盤
Ｃ
に
採
択

さ
れ
、
さ
ら

な
る
研
究
を

進
め
て
い
る
。

藤井海斗さんが「世界ジュニアミックス
ダブルスカーリング選手権2026」で優勝

澁
谷
正
史
学
長
の
研
究
に
つ
い
て

竹
内
成
生
ス
ポ
ー
ツ
健
康

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
長
の
研
究
に
つ
い
て

公
務
員
一
次
試
験
に
２
０
７
名
が
合
格
！

「
産
科
の
重
大
疾
患
の
一
つ
に
つ
い
て
、
そ
の
治
療
法
開
発
を
目
指

す
東
京
大
学
と
の
共
同
研
究
が
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
研
究
費
に
採
択
さ
れ
る
」

「
抑
う
つ
と
視
覚
情
報
処
理
の
関
係
か
ら
高
次
行
動
を
探
る
」

渡辺俊明氏の作品

書　名：渡辺俊明と小池邦夫の絵手紙交流 in JOBU
編著者：上武大学学園長／同大学手がき文化研究所代表 澁谷朋子
体　裁：Ｂ５判 コデックス装幀 オールカラー
定　価：未定　　　　　　　発　売：2026 年 10 月
　お申込みはお名前（ふりがな）、ご住所、電話番号と必要冊数を明記し、ハガキ、
ＦＡＸ、メールにて以下までお送りください。なお、お電話でも受け付けております。
〒 370-1393　群馬県高崎市新町 270-1 上武大学企画広報部 宛
TEL:0274-42-1183　FAX:0274-42-5202　e:mail hisho2@jobu.ac.jp

公開講座のご案内「小池邦夫と渡辺俊明の絵手紙交流」新刊のお知らせ
日　時：10 月 11 日午前 10 時～
会　場：上武大学高崎キャンパス学生ホール
内　容：日本絵手紙協会・登坂和雄会長、日本絵手紙協会公認講師・小池恭子
　　　　�先生、渡辺仁子氏（渡辺俊明氏の奥さま）、上武大学澁谷朋子学園長に

よる講座と絵手紙実技 
詳細・お申込みは大学のホームページまたは企画広報部まで
https://www.jobu.ac.jp

手
厚
い
受
験
指
導
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

公
務
員
受
験
指
導
を
担
当

し
て
い
る
黒
沢
賢
一
教
授
ら

は
「
一
人
で
も
多
く
の
学
生

が
最
終
合
格
を
勝
ち
取
れ
る

よ
う
に
最
大
限
の
助
力
を
し

て
い
く
」
と
熱
く
語
る
。

　

後
半
試
験
も
合
わ
せ
た
公

務
員
試
験
の
一
次
・
最
終
合

格
者
の
大
勢
は
12
月
ま
で
に

判
明
す
る
。

2026 年度 公務員試験合格状況
一次試験合格者　207 名

警察官 116 名
消防士 37 名
自衛隊 ( 幹部候補生ほか ) 37 名
海上保安官、刑務官 各１名
労働基準監督官 ２名
国税専門官 １名
国家一般職 ( 行政 ) １名
市役所 11 名

８月３日現在
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自国の紹介を行う留学生

　

４
月
３
日
、
令
和
８
年
度

入
学
式
が
高
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
三

俣
記
念
館
大
ホ
ー
ル
に
て
執

り
行
わ
れ
た
。
告
辞
に
て
澁

谷
正
史
学
長
は
「
建
学
の
精

神
『
雑
草
精
神
（
あ
ら
く
さ

　

４
月
９
日
、
高
崎
キ
ャ
ン

パ
ス
看
護
学
部
全
学
生
を
対

象
と
し
た
「
病
院
説
明
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。
本
学
の
実

習
先
で
あ
る
病
院
や
卒
業
生

が
就
職
し
て
い
る
群
馬
県
内

26
の
施
設
が
参
加
し
た
。
１・

２
年
生
は
病
院
か
ら
の
全
体

説
明
を
各
教
室
で
受
け
、
３
・

４
年
生
が
各
病
院
の
ブ
ー
ス

で
病
院
の
概
要
や
仕
事
の
内

容
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。
各
病
院
ブ
ー
ス
で
は
病

院
の
担
当
者
と
面
談
で
き
る

機
会
を
活
か
し
、
参
加
し
た

　

６
月
６
日
高
崎
キ
ャ
ン
パ

ス
体
育
館
に
て
、
本
学
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
部
と
地
元
小
学
生

チ
ー
ム
「
高
崎
ジ
ュ
ニ
ア
」

に
よ
る
交
流
会
を
開
催
し

た
。

　

本
交
流
会
は
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
に
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

の
楽
し
さ
や
魅
力
を
伝
え
る

令
和
８
年
度
入
学
式

令
和
８
年
度
入
学
式

学
内
研
究
会
開
催

看
護
学
部
　

看
護
学
部
　

��

病
院
説
明
会
を
開
催

病
院
説
明
会
を
開
催

高
崎
市
内
私
立
大
学
・
短
期
大
学
連
携
事
例
発
表
会
で

�

本
学
学
生
が
発
表
を
行
う

群
馬
県
内

群
馬
県
内
2626
の
施
設
が
参
加

の
施
設
が
参
加

ハンドボール部　ハンドボール部　
高崎ジュニアチームとの高崎ジュニアチームとの
� 交流会を開催� 交流会を開催

だ
ま
し
い
）』
の
下
、
様
々
な

こ
と
に
挑
戦
し
、
自
ら
で
考

え
、
自
ら
で
行
動
し
、
充
実

し
た
大
学
生
活
を
送
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
話
し
、
新
入
生

を
あ
た
た
か
く
迎
え
入
れ
た
。

学
生
は
積

極
的
に
質

問
を
す
る

な
ど
、
意

欲
的
に
参

加
し
て
い

る
様
子
だ

っ
た
。
学

生
に
と
っ

て
は
今
後

の
国
家
試

験
合
格
に

向
け
た
、

と
と
も
に
、
大
学
生
と
の
交

流
を
通
じ
て
競
技
へ
の
関
心

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
当

日
は
、
本
学
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

部
の
学
生
が
小
学
生
の
練
習

を
サ
ポ
ー
ト
し
、
技
術
指
導

　

学
内
の
教
育
と
研
究
の
質

向
上
を
目
的
と
し
た
「
学
内

研
究
会
」
が
、
２
月
24
日
に

高
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
た
。
本
研
究
会
は
２
部
構

成
と
な
っ
て
お
り
、
第
一
部

な
ど
を
通
じ
て
交
流
を
深
め

た
。
学
生
た
ち
は
、
普
段
の

監
督
や
コ
ー
チ
と
は
異
な
る

身
近
な
存
在
と
し
て
子
ど
も

た
ち
に
寄
り
添
い
、
一
緒
に

汗
を
流
し
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

の
魅
力
を
共
有
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生

か
ら
は
、「
指
導

す
る
立
場
は
初
め

て
で
し
た
が
、
小

学
生
の
皆
さ
ん
と

楽
し
く
交
流
し
、

自
分
が
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
技
術

の
学
生
報
告
で
は
、
本
学
院

生
が
修
士
論
文
を
、
学
部
生

が
卒
業
研
究
、
ア
メ
リ
カ
で

の
海
外
研
修
、
地
域
連
携
事

例
の
発
表
、
モ
ン
ゴ
ル
人
留

学
生
に
よ
る
母
国
紹
介
ス
ピ

ー
チ
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ

た
。
第
二
部

で
は
教
員
に

よ
る
研
究
発

表
が
行
わ

れ
、
澁
谷
正

史
学
長
が

「
血
管
新
生

因
子
（
Ｖ
Ｅ

Ｇ
Ｆ
）
受
容

体
の
シ
グ
ナ

ル
の
特
徴
と

癌
・
妊
娠
高

血
圧
症
候
群

等
と
の
関
わ

　

２
月
19
日
、
群
馬
パ
ー
ス

大
学
に
て
高
崎
市
内
の
教
育

機
関
が
集
ま
り
、「
市
内
私

立
大
学
・
短
期
大
学
連
携
事

勉
強
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

上
げ
る
だ
け
で
な
く
、
将
来

例
発
表
会
～
産

学
連
携
・
地
域

貢
献
活
動
に
よ

る
地
域
振
興
を

目
指
し
て
～
」

が
開
催
さ
れ

た
。
本
学
か
ら

は
ス
ポ
ー
ツ
健

康
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
学
科
柔
道
整

復
師
コ
ー
ス
２

年
の
大
竹
さ
ん

と
金
成
さ
ん

が
、
健
康
寿
命

延
伸
に
向
け
た
筋
力
向
上
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
講
座
に
つ
い
て

の
活
動
報
告
を
行
い
、
ス
ポ

ー
ツ
健
康
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学

科
３
年
の
菊
池
さ
ん
が
陸
上

競
技
部
の
伊
勢
崎
市
小
学
校

陸
上
教
室
記
録
会
で
の
活
動

に
つ
い
て
の
発
表
を
行
っ
た
。

学
生
た
ち
は
発
表
に
向
け
て

事
前
練
習
を
何
度
も
重
ね
、

本
番
で
は
そ
の
成
果
を
発
揮

し
、
堂
々
と
し
た
素
晴
ら
し

い
発
表
を
行
っ
た
。
ま
た
、

他
大
学
の
学
生
に
よ
る
事
例

発
表
も
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
色
の
あ
る
取
り
組
み
に

触
れ
る
こ
と
で
、
多
く
の
学

び
や
新
た
な
気
づ
き
を
得
る

貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

り
」
に
つ
い
て
発
表
。
続
い

て
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
部
ス
ポ

ー
ツ
健
康
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学

科
の
中
川
剣
人
准
教
授
が
、

「
ア
ス
リ
ー
ト
の
競
技
特
異

的
な
神
経
適
応
」
に
関
す
る

研
究
発
表
を
行
っ
た
。
会
場

の
観
覧
者
や
参
加
者
か
ら
積

極
的
に
質
問
や
感
想
、
ア
ド

バ
イ
ス
が
飛
び
交
い
、
教
育

お
よ
び
研
究
活
動
の
活
性
化

に
寄
与
す
る
研
究
会
と
な
っ

た
。

や
経
験
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
、貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
」

と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

ま
た
、
交
流
会
に
参
加
し
た

高
崎
ジ
ュ
ニ
ア
で
は
、
本
学

を
２
０
２
１
年
に
卒
業
し
た

奥
澤
氏
が
コ
ー
チ
を
務
め
て

お
り
、
本
学
卒
業
生
が
地
域

に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や

競
技
普
及
に
携
わ
り
、
次
世

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育

成
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と

も
、
本
交
流
会
の
大
き
な
意

義
の
一
つ
と
な
っ
た
。

の
進
路
や
職
場
選
び
へ
の
理

解
を
深
め
る
一
日
と
な
っ
た
。

　

令
和
８
年
４
月
、
昨
年

度
休
講
と
な
っ
て
い
た

「
美
術
（
絵
手
紙
）」
の
講

義
が
再
開
さ
れ
、
伊
勢
崎

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
受
講
生

60
名
を
対
象
に
澁
谷
学
園

長
が
担
当
し
た
。
絵
手
紙

を
通
し
て
表
現
力
を
養
う

だ
け
で
な
く
、
毎
回

２
０
０
字
の
文
章
を
書
く

課
題
に
取
り
組
む
こ
と
で

文
章
力
や
教
養
も
身
に
付

け
ら
れ
る
こ
と
が
特
色
で

あ
る
。
受
講
生
は
初
心
者

が
多
い
も
の
の
、
講
義
を

上
武
大
学
の
絵
手
紙
へ
の
取
り
組
み

重
ね
る
中
で
絵
と
文
章
の

両
面
で
大
き
く
成
長
を
遂

げ
た
。
ま
た
、
本
学
の
絵

手
紙
の
取
り
組
み
は
授
業

に
と
ど
ま
ら
ず
、
６
月
に

は
硬
式
野
球
部

員
や
学
外
の
参

加
者
を
対
象
と

し
た
特
別
講
座

も
開
催
。「
一

息
」
を
テ
ー
マ

に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
を
込
め

た
絵
手
紙
を
制

作
し
た
。
こ
れ

ら
の
作
品
は
10

月
刊
行
予
定
の

新
刊
に
も
掲
載

さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。
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優秀学生表彰を受けた４名　左から西原さん、井出さん、平井さん、パトリックさん

令和７年度学位記授与式が執り行われました

運動部の活躍
ハンドボール部　第78回日本ハンドボール
� 選手権大会群馬県予選会優勝！

男子バレーボール部　天皇杯・皇后杯
� 全日本バレーボール選手権群馬県ラウンド優勝！

　

６
月
19
日
、
新
町
公
民
館

で
開
催
さ
れ
た
地
域
健
康
講

座
「
和
や
か
ス
マ
イ
ル
ア
ッ

看
護
学
部
地
域
健
康
講
座
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

上
武
大
学
学
内
セ
ミ
ナ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

�

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
お
知
ら
せ

令
和
７
年
度

プ
教
室
」
に
、
新
町
公
民
館

か
ら
の
依
頼
を
受
け
本
学
看

護
学
部
３
・
４
年
生
が
ボ
ラ

　

３
月
13
日
、
令
和
７
年
度

上
武
大
学
学
位
記
授
与
式

が
、
高
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
三
俣

記
念
館
大
ホ
ー
ル
に
て
行
わ

れ
た
。
式
に
際
し
澁
谷
正
史

学
長
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
過
で
、
授
業
や

課
外
活
動
に
制
限
が
か
け
ら

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し

た
。

　

当
日
は
、
本
学
田
村
講

師
に
よ
る
「
地
域
の
健
康

マ
ッ
プ
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
講
座
が
行
わ
れ
た
。

参
加
者
は
、
新
町
内
で
散

歩
や
運
動
に
適
し
た
場
所

を
地
図
上
に
記
入
し
、
そ

の
情
報
を
共
有
し
た
。
地

域
の
健
康
資
源
を
再
発
見

す
る
と
と
も
に
、
健
康
行

　

３
月
16
日
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
行
っ
た
本
学
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
公
開
し
た
。

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

で
、
よ
り
見
や
す
く
、
よ
り

使
い
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
目
指
し
、
デ
ザ
イ
ン
や
校

正
を
一
新
し
た
。
受
験
生
や

保
護
者
の
皆
様
、
在
学
生
、

卒
業
生
、地
域
の
皆
様
な
ど
、

多
く
の
方
々
が
必
要
な
情
報

へ
ス
ム
ー
ズ
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
よ
う
、
情
報
公
開
に
取

り
込
ん
で
き
た
い
。

れ
る
厳
し
い
環
境
の
中
、
本

学
の
建
学
の
理
念
で
あ
る

『
雑
草
精
神
（
あ
ら
く
さ
だ

ま
し
い
）』
を
学
び
、
学
業

の
面
の
み
な
ら
ず
、
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
等
で
大
い
に
活
躍
し
素

晴
ら
し
い
成
績
を
残
し
ま
し

た
。
大
学
生
活
よ
り
も
い
ろ

い
ろ
な
面
で
厳
し
さ
を
要
求

さ
れ
る
世
界
に
臨
み
、
緊
張

感
と
と
も
に
不
安
を
も
つ
学

生
諸
君
も
多
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
胸
を
張
っ
て
社
会

へ
出
て
く
だ
さ
い
。
み
な
さ

ま
の
今
後
の
ご
活
躍
に
期
待

し
ま
す
。」
と
巣
立
ち
ゆ
く

卒
業
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈

っ
た
。
な
お
在
学
中
に
優
秀

な
成
績
を
残
し
た
卒
業
生
を

表
彰
す
る「
優
秀
学
生
表
彰
」

で
は
、
硬
式
野
球
部
か
ら
井

出
海
翔
さ
ん
、
平
井
宏
幸
さ

ん
、
西
原
太
一
さ
ん
、
駅
伝

部
か
ら
パ
ト
リ
ッ
ク 

カ
マ

ウ 

キ
ン
ヤ
ン
ジ
ュ
イ 

さ
ん

の
計
４
名
が
受
賞
し
た
。

　

１
月
28
日

伊
勢
崎
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て

ビ
ジ
ネ
ス
情

報
学
部
３
年

生
を
対
象

に
、
就
職
活

動
に
向
け
た

イ
ベ
ン
ト

「
学
内
セ
ミ

ナ
ー
」
が
開

か
れ
た
。
本

イ
ベ
ン
ト
で

は
ま
ず
始
め

に
、
外
部
講

師
に
よ
る
事

前
研
修
が
行

わ
れ
、
就
活
に
お
け
る
マ
ナ

ー
や
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
注
意
点
な
ど
の
レ
ク
チ

ャ
ー
を
受
け
た
。
そ
の
後
は

本
学
に
来
校
し
た
県
内
外
63

の
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
ブ
ー
ス

を
設
置
し
た
セ
ミ
ナ
ー
会
場

で
、
参
加
し
た
１
６
６
名
の

学
生
は
真
剣
な
眼
差
し
で
希

望
の
企
業
か
ら
仕
事
内
容
や

採
用
ス
テ
ッ
プ
な
ど
聞
き
入

っ
て
い
た
。

　７月 12 日、第 78 回日本ハンドボール選手権大会群馬県予選会が行わ
れ、本学ハンドボール部が優勝を果たした。
　これにより 10 月 24 日・25 日に群馬県富岡市で実施される関東ブロッ
ク大会への出場が決まった。
以下試合結果
　準決勝　上武大学　34-25　富岡高校
　決勝　　上武大学　27-26　富岡ハンドボールクラブ

　７月 12 日、ＡＬＳＯＫぐんまアリーナにて、令和８年度天皇杯・皇
后杯全日本バレーボール選手権群馬県ラウンドの決勝戦が行われ、創部
１年目の本学男子バレーボール部が翠巒クラブをセットカウント２－１
で下し、初優勝の快挙を果たした。これにより９月 19 日・20 日に茨城
県日立市で行われる関東ブロックラウンドに出場が決まった。

動
の
促
進
や
地
域
住
民
同
士

の
つ
な
が
り
の
向
上
を
図
る

内
容
と
な
っ
た
。

　

学
生
た
ち
は
、
資
料
や
材

料
の
配
布
補
助
に
加
え
、
テ

ー
マ
導
入
時
の
事
例
共
有
に

お
け
る
傾
聴
役
や
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
と
し
て
活
動
し
、
講
座

の
円
滑
な
運
営
に
貢
献
し

た
。
参
加
者
と
の
交
流
を
通

じ
て
、
地
域
住
民
の
健
康
づ

く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

に
つ
い
て
学
ぶ
貴
重
な
機
会

と
な
っ
た
。
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全
国
様
々
な
県
か
ら
多
く

の
参
加
者
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
も
多
数

参
加
し
て
、
高
崎
、
伊
勢
崎

デモンストレーションを行う救急救命士コース学生

2026 年５月 18 日付 上毛新聞 最高殊勲選手賞を受賞した伊藤選手

両
キ
ャ
ン
パ
ス
は
大
き
な
賑

わ
い
を
見
せ
た
。
本
学
の
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
特
徴

と
し
て
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
が

多
数
設
置
さ
れ
て
お
り
、
来

場
い
た
だ
い
た
参
加
者
と
多

く
の
学
生
が
触
れ
合
う
こ
と

の
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

た
。
特
に
看
護
学
部
で
は
、

「
妊
婦
体
験
」
や
「
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
体
験
」「
高
齢
者

体
験
」「
救
急
救
命
法
体
験
」

「
三
角
巾
の
使
用
方
法
体
験
」

が
各
ブ
ー
ス
に
て
行
わ
れ

た
。
来
場
し
た
参
加
者
か
ら

は
「
大
学
生
か
ら
直
接
講
義

や
大
学
生
活
の
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
た
の
で
良
か
っ

た
」「
学
生
に
よ
る
実
演
を

目
の
前
で
見
る
こ
と
が
で
き

て
参
考
に
な
っ
た
」「
資
格

取
得
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
が
充
実
し
て
い
て
安
心
し

た
」「
施
設
や
設
備
が
整
っ

て
お
り
、
勉
強
し
や
す
そ
う

だ
っ
た
」
な
ど
の
感
想
を
い

た
だ
い
た
。

　

５
月
17
日
、
上
武
大
学
野

球
場
に
て
、
関
甲
新
学
生
野

球
春
季
リ
ー
グ
優
勝
決
定
戦

が
行
わ
れ
、
本
学
硬
式
野
球

部
は
平
成
国
際
大
学
を
９
－

３
で
下
し
、
３
季
連
続
43
回

目
の
リ
ー
グ
優
勝
を
果
た
し

た
。

　

こ
れ
に
よ
り
第
75
回
全
日

本
大
学
野
球
選
手
権
大
会
へ

の
出
場
が
決
ま
り
、
硬
式
野

球
部
と
し
て
は
通
算
で
21
回

目
の
出
場
と
な
る
。

　

ま
た
今
季
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
（
最

高
殊
勲
選
手
賞
）
と
し
て
本

学
４
年
生
の
伊
藤
颯
希
選
手

が
選
ば
れ
た
。

　

そ
の
他
個
人
タ
イ
ト
ル
で

は
、
伊
藤
が
最
多
打
点
賞

（
21
打
点
）
と
最
多
本
塁
打

打
者
賞
（
６
本
）、
木
口
永

翔
（
４
年
・
投
手
）
が
最
優

秀
防
御
率
賞
（
０
・
８
５
）

を
獲
得
し
た
。

　

細
川
一
輝
選
手
は
、

２
０
２
０
年
に
上
武
大
学

を
卒
業
し
、
現
在
は

B.LEA
GUE

・
群
馬
ク

レ
イ
ン
サ
ン
ダ
ー
ズ
に
所

属
す
る
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

ガ
ー
ド
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
。
正
確
な
３
ポ
イ
ン

ト
シ
ュ
ー
ト
と
献
身
的
な

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
を
武
器

に
、
25
－
26
シ
ー
ズ
ン
は

リ
ー
グ
戦
全
60
試
合
に
出

　

上
武
大
学
在
学
中
、
強

肩
・
強
打
の
捕
手
と
し
て

活
躍
し
、
侍
ジ
ャ
パ
ン
大

学
日
本
代
表
に
も
選
出
さ

場
し
、
26
－
27
シ
ー
ズ
ン

も
契
約
を
更
新
。「
昨
シ

ー
ズ
ン
は
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

シ
ッ
プ
の
１
回
戦
で
敗
退

し
、
チ
ー
ム
と
し
て
目
指

し
て
い
た
場
所
に
届
か
な

か
っ
た
悔
し
い
年
と
な
っ

た
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
国
内

ト
ッ
プ
リ
ー
グ
の
Ｂ
プ
レ

ミ
ア
の
優
勝
を
目
指
す
。

個
人
と
し
て
は
『
３
ポ
イ

ン
ト
王
』
の
タ
イ
ト
ル
獲

得
と
プ
レ
ー
の
幅
を
さ
ら

に
広
げ
、
チ
ー
ム
の
勝
利

に
貢
献
し
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
り
、
さ
ら

な
る
飛
躍
を
目
指
し

て
い
る
。

　

上
武
大
学
在
学
中

に
は
キ
ャ
プ
テ
ン
を

務
め
、
チ
ー
ム
を
け

ん
引
し
た
細
川
選

手
。
現
在
は
プ
レ
ー
ヤ
ー

と
し
て
第
一
線
で
活
躍
す

る
一
方
、
上
武
大
学
で
開

催
さ
れ
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
参
加

し
、
小
・
中
学
生
ら
50
名

に
自
身
が
得
意
と
す
る
シ

ュ
ー
ト
に
つ
い
て
意
識
し

て
い
る
ポ
イ
ン
ト
や
技
術

を
つ
た
え
る
等
、
競
技
の

普
及
活
動
に
も
積
極
的
に

取
り
組
み
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
通
じ
た
地
域
貢

献
に
も
力
を
注
い
る
。

　

上
武
大
学
へ
の
学
生
へ

は
「
学
生
時
代
に
し
か
で

き
な
い
経
験
や
楽
し
み
を

大
事
に
し
な
が
ら
、
目
標

に
向
け
て
全
力
で
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
贈
っ
た
。

れ
る
な
ど
、
全

国
屈
指
の
実
力

を
発
揮
し
た
進

藤
勇
也
選
手
。

２
０
２
３
年
ド

ラ
フ
ト
２
位
で

北
海
道
日
本
ハ

ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
に
入
団

後
は
着
実
に
成
長
を
重

ね
、
２
０
２
６
年
シ
ー
ズ

ン
は
一
軍
で
出
場
機
会
を

増
や
し
て
い
る
。
５
月
に

は
プ
ロ
初
本
塁
打
を
記

録
。
さ
ら
に
７
月
５
日
の

東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ

ー
グ
ル
ス
戦
で
は
今
季
３

号
と
な
る
ソ
ロ
本
塁
打
を

放
ち
、
チ
ー
ム
の
勝
利
に

貢
献
す
る
な
ど
、
攻
守
両

面
で
存
在
感
を
示
し
て
い

る
。

　

進
藤
選

手
は
現
在

の
目
標
に

つ
い
て
、

「
周
囲
へ

の
感
謝
の

気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
多
く
の
方
に
愛

さ
れ
る
選
手
、
攻
守
で
活

躍
し
て
一
軍
に
定
着
で
き

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
そ

し
て
、
チ
ー
ム
と
し
て
の

目
標
で
あ
る
『
日
本
一
』

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
上
武
大
で
培

っ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
プ

ロ
の
世
界
で
戦
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
」
と
語
っ
た
。

　

大
学
時
代
に
培
っ
た
経

験
を
糧
に
、
プ
ロ
の
舞
台

で
着
実
な
成
長
を
続
け
る

進
藤
選
手
。
チ
ー
ム
を
支

え
る
捕
手
と
し
て
、
今
後

の
さ
ら
な
る
飛
躍
に
期
待

が
寄
せ
ら
れ
る
。
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夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

参
加
者
と
学
生
の
触
れ
合
い
イ
ベ
ン
ト
満
載
！

　

上
武
大
学
夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
、
合
計
４
日
間
の
日
程

�
（
７
月
５
日
、
18
日
、
８
月
２
日
、
23
日
）
で
開
催
さ
れ
た
。

群
馬
ク
レ
イ
ン

�

サ
ン
ダ
ー
ズ

北
海
道
日
本
ハ
ム

�

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

細
川
　
一
輝
さ
ん

進
藤
　
勇
也
さ
ん

関甲新関甲新学生野球リーグ
� 43 回目の優勝

活躍する卒業生

硬式野球部


